[image: image1.emf]

　　　　　　　　　
[image: image8.jpg]



[image: image9.jpg]


[image: image10.jpg]


[image: image11.jpg]



[image: image12.jpg]| ISM
ot




[image: image13.jpg]



[image: image14.jpg]



[image: image15.jpg]



[image: image16.jpg]


[image: image17.jpg]



[image: image18.jpg]




　　　　　　　　



　　　　









　　　　　　　　


　　　










　　　　　　　


　　　　









　　　　　　　

　





　　　　　　


　　　　　　　　　　




　　　　　　　　　　　　　








ここにあつまった
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　　　　1．　　こ　こ　 　に　　　　- あつま ーっ た　　　　　　　　　しゅの　め ぐ　み　う け た も  の
　　 2.   しゅの  み　　  - こ こ ろ   は　　　　　　はか  り     し れな い け ど

     3.    ここ   に　　 - あつま ーっ た　　　　　  あい　さ　 　れ た かみ の こ
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　　　　  しゅは　こ　　　  　の ばしょ  に　　　　　　と も　 に　お ら　れ ま す
　　　　　 いつ　 も　　　　  わ た し　は　　　　　　 み む　 ね　のなか に い る
　　　  　しゅは　み　　  　　こ こ ろ　を　　　　　  わたし　 とおし て  な さ る
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　　　　  い つ　 も　　　 しゅだけ　 を　　　ほ  め　た  たえ つ い  て ゆ　く
　　　　　あ い　 と　　　  み こ と  ば　    わ  た  し    を あ ら  た に  し
 　　　   く る　 し　　　  み の な  か　    さらに  しゅ  を た よ  り ま  す
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　　　　しれ　  ん　　　　　のとき　  も　　　    　しゅは　と　も にお られ　る
　　　　たお　  れる　　　　ときに　  も　　　　　　 さい   ご　はしょうりし　ます
　　　　くる　　し　　　　　みにか　　ち　　　　　　しゅを　ほ　め　た　たえ　る
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     　　しんこ　　う　　を　つ　 よ   く　　   しゅが　ま 　も   ら  れ   る
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      　や　み　の　な か　しゅの ひ　か　り  み ち   び   か れ     ま す
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      び　　　　　　　か　  　　れ　　　　　ま　 　　　　す









すばらしい　かみさま！かみさまが　ともに　おられる　わたしの　


からだは　しんでんで　あることを　わすれないように　れいも　からだも


けんこうに　まもる　レムナントに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　


























★したの　えを　みて　わたしと　かんけいが　ある　えに　


　○を　つけましょう。


　








ネヘミヤ1:1～11


これらの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(もの),者)�たちは、あなたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(いだい),偉大)�な�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ちから),力)�とその�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ちからつよ),力強)�い�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(みて),御手)�をもって、あなたが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(あがな),贖)�われたあなたのしもべ、あなたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(たみ),民)�です。ああ、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しゅ),主)�よ。どうぞ、このしもべの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(いの),祈)�りと、あなたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(な),名)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(よろこ),喜)�んで�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(うやま),敬)�うあなたのしもべたちの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(いの),祈)�りとに、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(みみ),耳)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かたむ),傾)�けてください。どうぞ、きょう、このしもべに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(さいわ),幸)�いを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(み),見)�せ、この�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ひと),人)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(まえ),前)�に、あわれみを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(う),受)�けさせてくださいますように。」そのとき、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(わたし),私)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おう),王)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(けん),献)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しゃくかん),酌官)�であった。(10～11)











すばらしい　かみさま！パパとママ、そして、わたしに　ある　れいてきな


もんだいを　しって　イエス・キリストの　おなまえによって　いのる


レムナントに　ならせて　ください。わたしの　いえの　すべての　もんだいを


かいけつされた　イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　








ピリピ4：6～7


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(なに),何)�も�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おも),思)�い�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(わずら),煩)�わないで、あらゆる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ばあい),場合)�に、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かんしゃ),感謝)�をもってささげる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(いの),祈)�りと�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ねが),願)�いによって、あなたがたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ねが),願)�い�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ごと),事)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かみ),神)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(し),知)�っていただきなさい。そうすれば、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ひと),人)�のすべての�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かんが),考)�えにまさる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かみ),神)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(へいあん),平安)�が、あなたがたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(こころ),心)�と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おも),思)�いをキリスト・イエスにあって�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(まも),守)�ってくれます。











こたえの　かみさま！わたしの　いのりに　かみさまが　いちばん　よい


ことで　こたえて　くださると　しんじます。なんでも　いつも　かみさまに


いのる　レムナントに　ならせて　ください。


イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　





かみさまの　こどもだという　かくしんを　もって　だいたんに　


でんどうする　すてきな　レムナントに　なりますように。　わたしが


いく　すべての　ところで　サタンが　しばられ、　かみさまの　くにが


のぞみますように。イエス・キリストの　おなまえに　よって　


おいのりします。アーメン　











わたしの　なかに　イエスさまが　おられるので


わたしは　かみさまが　おられる　しんでんです。


かみさまの　みことばを　わたしの　こころの　ちゅうしんに


おいて　おぼえて、　いつも　せいれいで　みたされるように


みことばを　もくそうして　いのります。


ともだちと　けんかをする　ひつようが　ありません！


しんぱいすることが　あっても　しんぱいは　ありません！


かみさまの　くださる　ふくいんだけ　にぎっていれば


かんぜんに　しょうりすることが　できます。











すいようび











あいの　かみさま！かみさまの　こどもらしく　かわいく　きれいな


ことばで　ともだちを　しゅくふくする　すてきな　レムナントに


ならせて　ください。イエス・キリストの　おなまえによって　


おいのりします。アーメン　





あいの　かみさま！わたしを　すくって　くださって　２せんねん　まえに


イエスさまを　おくってくださって　ありがとうございます。　いつも


どこでも　ともにおられる　かみさまの　こどもに　なった　みぶんと


けんいを　あじわわせて　ください。イエス・キリストの　おなまえに　


よって　おいのりします。アーメン　








★ひとには　いろいろな　かんじょうが　あります。　このような


　かおの　とき　どのように　いのるのか　おはなし　してみましょう。








どようび














サタンは　わたしたちが　うまれる　まえから　いて


その　ちからは　ものすごく　おおきいです。


しかし　そんな　サタンも　うごくことが　できない


レムナントが　います。


かみさまの　こどもである　かくしんを　もって　みことばと　いのりで


ぶそうする　レムナント、せんせいと　パパとママの　いうことを


よく　きく　レムナント、なんでも　いのって　ちょうせんする


レムナント、だれに　あっても　ふくいんを　つたえる　レムナント！


きょうも　わたしは　さいこうの　レムナントとして


そだって　いきましょう。








★いままで　わたしが　ふくいんを　つたえてみた　ひとの　なまえを


　かいて　みましょう。





★ヨハネの　ふくいんしょ　１しょう　１２せつの　みことばを


　うえから　なぞって　かいて　おおきな　こえで　あんしょうして


　みましょう。














★パパ、ママに　ぜったいに　ひつような　ことは　なんでしょうか。


　パパ、ママに　たずねてみて　かいてください。




















エズラ1:1～11


あなたがた、すべて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しゅ),主)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(たみ),民)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ぞく),属)�する�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(もの),者)�はだれでも、その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かみ),神)�がその�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(もの),者)�とともにおられるように。その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(もの),者)�はユダにあるエルサレムに上り、イスラエルの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かみ),神)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しゅ),主)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(みや),宮)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(た),建)�てるようにせよ。この�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かた),方)�はエルサレムにおられる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かみ),神)�である。(3)








かみさまが　よろこばれる　レムナントは


かわいく　きれいな　ことばで　


おたがいに　だいすきと　しゅくふくしましょう。


かみさまが　よろこばれる　レムナントは


ほかの　ともだちの　わるくちや　かげぐちを　いったりしません。


かみさまが　よろこばれる　レムナントは


けいやくを　かたく　にぎって　れいはいして


いつも　ふくいんを　つたえます











かようび





マタイ6：8～13


だから、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�らのまねをしてはいけません。あなたがたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちち),父)�なる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�は、あなたがたがお�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ねが),願)�いする�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さき),先)�に、あなたがたに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひつよう),必要)�なものを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(し),知)�っておられるからです。





もくようび





★せかいふくいんかを　ゆめみて　ともだちが　ちずを　みています。


　きれいに　いろを　ぬりましょう





ヨハネ1:12


 しかし、この�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かた),方)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(う),受)�け�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(い),入)�れた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ひとびと),人々)�、すなわち、その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(な),名)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しん),信)�じた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ひとびと),人々)�には、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かみ),神)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(こ),子)�どもとされる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(とっけん),特権)�をお�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(あた),与)�えになった。








きんようび





イエスさまが　このよに　こられた　ことは　むかしの　はなしでは


ありません。　イエスさまが　ひとの　つみを　かいけつしようと


2012ねんまえに　このよに　こられましたが、


ふっかつされた　イエスさまは　きょうも　せいれいで


わたしたちと　ともに　おられます。


イエスさまは　２せんねんまえも　いまも


まったく　おなじ　すくいの　はたらきを　なされます。


きょう　イエスさまを　しんじて　すくわれる　おともだちを


まわりに　さがしてみましょう。　


そして　すべての　もんだいを　かいけつされた　イエス・キリストを


いま　つたえましょう。　














かみさまを　しらない　パパとママのために　いのっているのに


なぜ、まだ　パパとママは　かみさまを　しんじないのでしょう。


ともだちに　ふくいんを　つたえたのに　


なぜ　かみさまを　しんじないのでしょう。


かみさまは　わたしの　いのりを　


きいて　くださって　いないのでしょうか。


ちがいます。かみさまは　いまも　わたしたちの　いのりに


こたえて　くださっています。


かみさまが　なさることを　かんぜんに　しんじて


ふくいんを　つたえて　いのって　まっていれば　よいのです。





パパとママは　たしかに　かみさまの　こどもなのに


ときどき、しあわせに　みえない　ときが　あります。なぜでしょう。


パパとママにも　めに　みえない　れいてきな　もんだいが　あります。


サタンは　かていを　くずして　レムナントが


ふくいんを　あじわうことを　じゃましますが


サタンの　あたまを　ふみくだかれた　イエス･キリストが


レムナントと　ともに　おられるので　しんぱいせずに


いま　このじかん　パパとママの　ために　いのりましょう。

















�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しと),使徒)�11:19～21


さて、ステパノのことから�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(お),起)�こった�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(はくがい),迫害)�によって�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ち),散)�らされた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ひとびと),人々)�は、フェニキヤ、キプロス、アンテオケまでも�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(すす),進)�んで�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(い),行)�ったが、ユダヤ人�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(いがい),以外)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(もの),者)�にはだれにも、みことばを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かた),語)�らなかった。ところが、その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(なか),中)�にキプロス�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じん),人)�とクレネ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じん),人)�が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(いくにん),幾人)�かいて、アンテオケに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(き),来)�てからはギリシヤ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じん),人)�にも�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かた),語)�りかけ、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しゅ),主)�イエスのことを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(の),宣)�べ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(つた),伝)�えた。











げつようび






































